
 

データ名が違っても大丈夫！作業時間の比較ができます！ 

－農作業基本オントロジーを活用した手法提案－ 

 
試験研究計画名： 情報・通信・制御の連携機能を活用した農作業システムの自動化・知能化

による省力・高品質生産技術の開発 
研究代表機関名： 国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

 

背景とねらい： 
土地・施設・機械稼働率の向上、労働平準化による生産コスト低減のため、栽培期間

の異なる作物や品種を複数組み合わせた輪作体系の導入事例が増えており、作付計画に

あたって考慮すべき条件は増える傾向にあります。本研究では、作付計画の際に複数作

物の経営指標を比較検討する場面を想定し、農作業基本オントロジー（Agriculture 

Activity Ontology、AAO）を基準とした効率的な作業時間の比較分析を提案します。 

 
特長と効果：  
AAOは農作業概念（農作業名）と概念間の関係を定義したものです。試作したツール

は、AAOの農作業名と、作業ごとの時間（以下作業時間とする）データを示す名称（以

下データ名とする）との対応関係に基づき作業時間を集計するものです（図１）。本ツ

ールを利用することで、データ名が多様であっても、AAOで定義した目的ごとに作業時

間を集計比較したり（図１、２）、AAOに対応づけた他の基準での比較が可能となりま

す。また、AAOの下位階層で作業時間を集計すれば、より具体的な作業での比較も可能

となります（図２、３）。例えば、栽培管理の作業時間が長いイチゴ栽培では、下位階

層で作業時間を集計することで整枝などの草姿調整に要する作業時間が長いことが明ら

かとなりました。また旬別にイチゴ栽培の草姿調整に要する作業時間を集計すること

で、作業期間が長く、作業時間の最高値は低いことがわかりました（図３）。データ名

が多様な場合はこれまで作業時間の比較は困難でしたが、AAOに基づき作業時間を集計

することで、具体的な作業分析が可能となりました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

図１ 野菜栽培における作業時間のデータ名を AAOへ対応付けした例  
 17の野菜栽培体系データの作業時間についてデータ名（●）を AAOに対応付け。図１では AAO“栄養成長 

制御作業”の下位階層のデータ名（●）を示す。 

＜3 階層＞ 

＜4 階層＞ ＜5 階層＞ ＜6 階層＞ 

□  ；AAO農作業名 

□－□；左□が AAO で上位 

右□が AAOで下位の概念を示す。 

AAO 農作業名と同一概念の語は□内に空白区切り表示 

□  ；AAO農作業名と岩手作業項目名が一致   

●  ；データ名（野菜栽培における作業時間データを表す名称、岩手県農業技術体系より） 

草姿調整作業 

 

図２ AAOに基づく作業時間の 

野菜品目間比較 

図１の対応付け情報に基づき 

1)AAOの 4階層 

2)“作物生育制御作業(4階層)”の下位階層 

3)“栄養成長制御作業(5階層)”の下位階層 

で作業時間を集計するツールを用いて作業時間を

野菜品目間で比較。 

 

 

 

 

 

 

図３ AAOに基づく旬別作業時間の 

野菜品目間比較 

ユーザーが指定した作業について作業時間を 

旬別に集計するツールを利用。図３では 

“草姿調整作業”（図２－３）の旬別作業時間 

を野菜品目間で比較。 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会実装の対象と可能性： 
農業生産者、農業技術指導者が新たな野菜栽培体系導入の際に栽培体系間で作業時間

を比較検討する場面で活用される。 
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